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令和２年７月１日～令和２年９月３０日

６２件 １者応札案件１５件

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件

７件 １者応札案件７件

（抽出率１１．３％） （抽出率１００％）

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件

（抽出率０％）

２件　 １者応札案件２件

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件

１件　 １者応札案件１件

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件

４件　 １者応札案件４件

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件
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うち、

うち、
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該当なし
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委員からの意見・質問、それに対する回答
等

・当該工事は、離島で製作しなければならない
という制約はありますが、プレキャスト部材の製
作工事は特殊でもなく、どの業者でも行える工
事だと思っています。

・資材価格実態調査については、工事を発注す
るために必要な資材の単価を調査しています。
アンケート結果については、受注者がおかしな
調査結果を報告することにより、当方が算出す
る予定価格がおかしくなることを心配されている
と思いますが、水産庁としては、調査結果でペ
ナルティーを与えることはありません。

・鋼製魚礁についても、比較的どこでも作れるよう
な、汎用性の高いようなものなのか。また、隠岐
の業者が競争力があるということか。

・コンクリートほどではないが、特定の業者では
ないと製作できないうものではありません。ま
た、製作場所が隠岐の島であることから、地元
の業者が参加したと考えています。

・アンケート結果において、「中村漁港での製作を
考えていただきたい。」との回答があるが、製作
場所について幅を持たすことはできないのか。

・条件等について検討はしているが、西郷港は
静穏性がよくて、ヤードも広く作業が非常にしや
すい場所となっています。中村漁港は、波の条
件が余りよくなく、海況条件に制約があることか
ら、西郷港を中心に考えざるを得ない状況にあ
ります。今後、工事量が多く、西郷港だけで製作
できない状況になれば、中村漁港での製作も検
討することになると思います。

３．令和２年度日本海西部地区（隠岐北方漁
場）魚礁製作（その２）工事

・簡易公募型指名競争はどういう制度なのか。ど
ういう要件で当てはめて採用になったのか。

・簡易公募型競争入札については、まず、競争
参加資格者を募集し、参加表明書を業者から提
出いただきます。参加資格を確認した後に価格
競争による入札を行うことから、技術提案等は
必要なく、広く事業者を募集できる方式となって
います。

・通常、詳細を聞くため訪問調査（面接調査）と
しています。今後もコロナが続く場合は、通信調
査も取り入れるよう検討の余地もあるが、一般
的には面接による調査で行いたいと考えていま
す。

・アンケート結果において、新規参加を躊躇する
要因として、工事が不調・不落になったときのペ
ナルティーが大きいとの回答があるが、どのよう
に考えているのか。

・特殊性もなく、誰でも製作できるということだが、
連続して同じ業者が落札している理由は何か。

・アンケート結果において、コロナ禍中のため面
接調査が非常に困難で、通信調査でできないと
の回答があるが、何か検討はしているのか。

意見・質問

・今回の予定価格の算出方法はどのように行っ
たのか。

・水産庁が作成している漁港漁場の積算基準に
基づき作成した価格に、調査に必要な旅費を加
算し予定価格を算出しています。

２．令和２年度資材価格実態調査（その２）
業務

１．令和２年度日本海西部地区（隠岐北方漁
場）魚礁製作工事

回答等

・過去に比べ、契約額が増加しているが、何か業
務内容が増減しているということか。

・魚礁製作工事は専門性が高く、工事を請け負え
る業者の数は多くないと思うが、１者応札で同じ
企業が落札するという状況が続いている中で、多
くの業者に参加してもらう工夫はしているのか。

・プレキャスト部材の製作については、特定の会
社でないとできないものではなく、通常どの業者
でも製作できる製品です。

・資材価格の調査品目及び調査回数が増減に
より、契約額が増減しています。

・製作した魚礁を近隣の海域に沈めるため、隠
岐の島で魚礁を製作する工事となっています。
そのような状況下では、島の業者が競争力は高
くなると考えており、結果として１者応札が続い
ています。

・プレキャスト部材の製作とはいえ、落札業者し
かノウハウがなければ、他社が参入する余地は
ないのではないか。



　 特になし

７．（天神）海上監視カメラ部品換装業務

・アンケートの結果において、入札を知らなかった
業者もあることから、できるだけ広く入札があると
いうことを知ってもらう意味でも、他業者から参考
見積りを聴取するべきではないか。

・アンケート結果において、「アプリ設計等は委託
契約で、構築・実装は請負契約とできないか。」と
の記載があるが、どのように考えているのか。

・官庁船を受注している造船所であれば、ある
程度のノウハウはあるが、漁船を主に受注して
いる造船所については、そのノウハウがないた
め、受注するのが難しいと考えていると思いま
す。

事務局：水産庁漁政部漁政課 政策評価班

〔これらに対し部局長が講じた措置〕

・アプリケーション自体を別会社に委託すること
や、出来合いのアプリを購入して使用することも
可能です。

・アンケート結果において、「修繕船舶の仕様に
詳しい業者に限定されるため。」と記載がある
が、この「限定」というのはどういう意味か。

４．白竜丸第２種Ｂ中間検査及び一般修繕

・サノヤス造船が、受注できる特殊要因は何かあ
るのか。

６．令和2年度農林水産業・食品産業におけ
る労働安全強化対策推進事業のうち小型漁
船等安全対策普及促進委託事業

委員会による意見の具申又は勧告の内容　

・搭載しているシステム自体が、海洋総合開発
が関わったこともあり、その内容を一番把握して
いるため、同社から参考見積りを聴取していま
す。他業者からの参考見積りの聴取について
は、船の状況を確認するなどで時間を要するこ
ともあり、見積もりの提出が難しいといわれるこ
ともあります。

・サノヤス造船も含め、説明会に参加した業者
を中心に応札してくれるよう個別に依頼をしてい
ます。しかしながら、依頼した業者のうちサノヤ
ス造船しか応札に参加しなかったため、結果と
して１者応札となりました。

・参考見積りについて、多くの業者に対して依頼
した方が良いと考えるが、平成30年度の３者か
ら、令和２年度は２者に減少したが、理由は何
か

・過去に落札した業者に対し参考見積りを依頼
していますが、断られるケースが多々あります。

・連続して請け負うことにより、船のことが詳しくな
るため有利な入札金額になってくるのか。

・同業者が３年続いているからといって入札が
有利になることはありません。ノウハウを持って
いるため、作業がスムーズに進むということは
あると思いますが、そのことが入札金額に反映
されているかは不明です。

５．開洋丸第２種Ｂ中間検査及び一般修繕
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